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Abstract:  A large-scale dust event occurred in East Asia during early May 2017, and transported dust was measured all over Japan. 
We performed an analysis of the entire dust event using multiple sources: a local ceilometer measurement, measurements from an 
optical particle counter in the Gobi Desert (Dalanzadgad, Mongolia), a study of Dust RGB imagery obtained from Himawari-8, lidar 
measurements from Japan, and meteorological data. Our results show that three extratropical low pressure systems occurred 
consecutively in Mongolia and generated dust storms in the Gobi Desert. Remarkably, the Dust RGB imagery shows both the 
occurrence and the transportation of the dust, and was able to detect two dust outbreaks in the Horqin Sandy Land of Northern China 
and their transportation to eastern Japan; this shows that the Horqin Sandy Land was one of the source regions of this dust event. 
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1. はじめに 

 

モンゴルは南部にゴビ砂漠が広がり、アジアダス

ト(黄砂)の主要な発生源となっている（Kawai et 

al., 2015; 2018）。2017 年 5 月 2 日-4 日、ゴビ砂

漠に 3 つの寒冷前線が通過して、ダストが発生した。

そのダストが 6 日-8 日にかけて日本全土に飛来し、

視程障害などを引き起こした。5 月 7 日には北海道

から鹿児島まで全国 46/59 地点で黄砂を観測してお

り、2010 年 3 月 21 日(56/61 地点)以来の大規模な

ダストイベントであった。本研究ではこのダストイ

ベントにおける発生から輸送、沈着までの一連のプ

ロセスを解析した(Minamoto et al., 2018)。 

 

2. 観測方法 

 
本解析では、ダストの発生源であるモンゴルのゴ

ビ砂漠から、風下地域の日本まで、ダストの発生・

輸送過程を詳細に解析した。解析には、日本の最新

気象衛星であるひまわり 8 号の Dust RGB 画像や、

ゴビ砂漠や日本各地に設置されている地上ライダ

ー、光散乱式粒子計測器 (OPC)、環境省の SPM 濃度、

NCEP の客観解析データなどを用いた。  
 

3. 結果・考察 

 

図 1. ホルチン砂地でダストストームが発生した
時の Dust RGB 画像と天気図（2017 年 5 月 6 日
6UTC）。ピンク色の領域でダストが舞い上がって
いる。白線は寒冷前線、二重線はトラフである。  



解析の結果、ゴビ砂漠で低気圧が連続して 3 つ発

生し、ダストストームを引き起こしていた。特に 3

つ目に発生した低気圧(L3)は、ゴビ砂漠やホルチン

砂地といった地域でダストストームを発生させな

がら東へ移動した(図 1)。 

L3 によって発生したダストは、大まかに 2 つの経

路に分かれ、東日本にはゴビ砂漠やホルチン砂地で

巻き上がったダスト、西日本にはゴビ砂漠で巻き上

がったダストがそれぞれ飛来した。ダスト飛来時に

は、長崎の地上ライダーのダスト消散係数が 0.1-

0.4(/km)、体積偏光解消度が 0.1-0.25 を示した(図

2)。  
4. まとめ 

 

本研究は、ひまわり 8 号 Dust RGB 画像と地上ラ

イダーを用いることで、ダストイベントを高時空間

分解能で解析することができた。その結果、独立し

たダストの発生源として、ホルチン砂地（中国内モ

ンゴル自治区)を特定した。 

歴史的にみると、ホルチン砂地は、環境変遷を繰

り返してきた。すなわち、人口圧が低い時(元の時代

など)は草原となり、人口圧が高い時(現代)は砂漠

化が進む。ホルチン砂地は、ゴビ砂漠やタクラマカ

ン砂漠より韓国や日本に近く、ダストの発生源とし

ては重要である。 
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図 2. 長崎に設置されたライダーの  (a)1064nm 減
衰後方散乱係数、 (b)532nm 体積偏光解消度、
(c)532nm 消散係数と、(d)長崎での SPM 濃度、相
対湿度、降水量（2017 年 5 月 4-9 日）  


